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は
じ
め
に

　
　

　
本
著
は
平
成
２５
年
か
ら
『
伊
那
路
』（
上
伊
那
郷
土
研
究
会
発
行
）
に
４
回
に
分
割
し
発
表
し
た
「
名
工

伝
　
守
屋
貞
治
―
―
守
屋
家
石
工
三
代
一
〇
〇
年
の
足
跡
」
と
、「
石
仏
探
訪
記
」
と
し
て
調
査
報
告
し
た

守
屋
貞
七
・
孫
兵
衛
・
傳
三
郎
の
石
工
の
彫
像
活
動
を
石
仏
各
種
の
観
察
を
ま
じ
え
て
検
討
し
た
記
録
な
ど
、

３
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
て
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
著
の
主
題
と
し
た
「
Ⅱ
　
高
遠
石
工
を
尋
ね
て
」
は
、「
長
野
日
報
」
に
新
聞
連
載
し
た
石
仏
調
査
記

録
を
１
０
０
回
に
わ
た
り
発
表
し
た
再
録
で
あ
る
。

　
　

　
筆
者
の
石
仏
研
究
の
発
端
は
、
郷
土
研
究
会
の
歴
史
・
民
俗
部
会
主
催
に
よ
る
郷
土
に
遺
る
「
十
王
堂
及

び
十
王
像
調
査
」
で
あ
っ
た
。
現
地
踏
査
の
結
果
か
ら
大
半
が
消
滅
の
現
状
を
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
地
域

に
存
在
す
る
守
屋
貞
治
の
石
仏
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
の
確
認
調
査
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

不
明
と
な
っ
て
い
る
行
方
知
ら
ず
の
馬
頭
観
音
像
２
体
の
探
索
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
貞
治
が
記
録
し
た
「
石
仏
菩
薩
細
工
」
帳
記
載
の
一
番
か
ら
四
十
番
ま
で
が
、
伊
那
谷
伊
南
の
領
域
内
で

あ
る
こ
と
を
知
る
と
、
そ
の
謎
解
き
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
細
工
帳
の
記
載
を
解
釈
す
る
と
、
貞
治
の
彫
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「地蔵菩薩像」伊那市富県桜井観浄
寺境内（文化２年）

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
貞
治
の
20

年
後
に
誕
生
し
、
貞
治
没
年
の
天

保
３
年
の
23
年
後
に
没
し
た
こ
と

に
な
る
。
推
定
石
工
歴
は
享
和
以

降
、
文
化
・
文
政
・
天
保
・
弘
化
・

嘉
永
の
６
期
に
わ
た
る
年
号
の
約

50
年
間
、
石
工
と
し
て
行
動
し
て

い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
次
に
掲
載
の
２
点
の
石
仏
を
対

比
し
な
が
ら
み
て
い
こ
う
。
藤
兵
衛
は
文
化
13
年
を
境
に
作
風
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
右
側
写
真
の
地
蔵
尊

は
守
屋
貞
治
と
は
接
点
が
な
い
時
期
の
作
風
。
伏
せ
目
が
ち
の
目
線
と
、
お
ち
ょ
ぼ
口
が
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
の
馬
頭
観
音
坐
像
は
、
貞
治
と
の
縁
が
で
き
た
甲
斐
の
海
岸
寺
百
体
観
音
造
立
開
始
後
の
作
風
で

あ
る
。
目
が
切
れ
長
で
、
貞
治
と
よ
く
似
た
造
形
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
貞
治
仏
と

勘
違
い
を
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
藤
兵
衛
の
修
業
期
の
師
匠
は
、
貞
治
で
は
な
く
別
の
石
工
か
ら
手
ほ
ど

き
を
受
け
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

貞
治
の
周
辺
の
石
工
た
ち

（
一
）　
貞
治
の
一
番
弟
子
　
渋
谷
藤
兵
衛

　
一
般
社
団
法
人
高
遠
石
工
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
年（
平
成
28
年
）度
は
貞
治
を
よ
り
良
く
知
る
た
め
、

同
期
に
活
躍
し
て
い
た
石
工
と
、
そ
の
彫
像
石
仏
や
、
後
に
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
石
工
に
視
点
を
絞

り
、「
貞
治
の
周
辺
の
石
工
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
月
１
回
の
現
地
見
学
を
行
っ
て
い
る
。
全
６
回
の
実

地
見
学
会
を
通
し
て
、
守
屋
貞
治
と
は
い
か
な
る
石
工
で
あ
っ
た
の
か
を
探
る
、
研
究
探
訪
コ
ー
ス
巡
り
で

あ
る
。

　
第
１
回
は
「
貞
治
の
一
番
弟
子

―
渋
谷
藤
兵
衛
」
を
中
心
に
実
施

さ
れ
た
。
近
年
新
た
に
発
見
さ
れ

た
石
仏
を
対
比
し
て
み
て
い
こ
う
。

　
渋
谷
藤
兵
衛
は
、
貞
治
が
石
工

と
し
て
歩
み
始
め
た
天
明
４
年
に

伊
那
市
美
篶
の
川
手
に
生
ま
れ
、

嘉
永
６
年
に
70
歳
の
生
涯
を
終
え

56

貞治の周辺の石工たち
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